
抄 録

　キャリアプランニング科の就職ガイダンスについて，現状を振り返り，最近の能動的学修
手法の成果を踏まえ，さらなる双方化について検討した．
　グループワーク，フィールドワークを活用するのは当然のことだが，学修成果を把握する
手法としてルーブリックを検討してみた．今後，活用しながら改善していきたい．
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Ⅰ．はじめに

　2019年３月に高等学校を卒業した105万６千人のうち，54.8％の57万９千人（現役進学
者）が大学・短期大学に進学した．（文部科学省　令和元年学校基本調査速報）
　大学・短期大学への入学状況をみると，入学者数は68万３千人（過年度卒業者等含む）で
前年度（2018）の68万２千人とほぼ同数となった．大学・短期大学別をみると，大学が63
万１千人で前年度より0.4％増，短期大学は前年度より3千人減の5万１千人であった．新規
高卒者の進路先は，就職17.5％，大学・短期大学54.8％，専門学校16.3％，専修・各種学校
5.1％となっている．短期大学卒業者については，2019年３月に卒業した者は，前年度より
1933人減少の52,665人であった．卒業者の状況別内訳は，進学8.5％，就職81.8％である．短
期大学卒業者は前年度よりやや減少してはいるものの，その８割以上が就職しており，短期
間での就職支援が必要となる．
　現在，本学キャリアプランニング科では，１年次の１年間を通して就職活動に向けての対
策授業として「キャリアプランニングⅠ」，「キャリアプランニングⅡ」を設けている．こ
の授業の中で就職ガイダンスとして11回のキャリアセンターとの連携講座が行われている．
この論文では，学生が円滑な就職活動が行えるようサポートできているのか，その連携講座
の授業内容について検証する．また，学生が就職活動に向けて主体的に取り組むためにどの
ような授業展開が必要であるか，学生に効果的なフィードバックを与え学生の学修を促す評
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価ツールである「ルーブリック」についても考察する．
　受動的学修から能動的学修へと学生の学び方が変化してきた今，それを授業に反映させる
べく，どのように取り入れ，学生に学ばせるのかをこの機会に考察する．
　本学の就職ガイダンスに能動的学修を取り入れ，双方向化を図りたいと考えている．それ
を順に考察していきたい．

Ⅱ．能動的学修の必要性について

　従来の受動的学修では，学生が与えられた知識や情報を覚えるという取り組み方で，教員
が一方的に教える授業を学生が受けるスタイルだったため，知識や情報の量が重視されてき
た．それを理解しているか判断する評価基準は筆記テストの得点率が大きな割合を占め，い
わば暗記していれば高評価を得られるという学修方法だとも言える．決まった答えを効率よ
く覚える能力も大切ではあるが，実社会へ出てみると，覚えたことだけが順序だてて出てく
るわけではない．実際に遭遇する問題への対応方法には選択肢がいくつもあり，決まった答
えは存在せず，自分で考えて解決方法を探ることが必要となってくる．このような場面で自
ら考えて動くことのできる人材を育てるために受動的から能動的へと学修方法が変化してき
た．
　グローバル化やＩＴ化が進み，多様な国や人々が競合相手となり，社会環境が大きく変化
してきた現在，実社会でそのような人材を求める傾向が高まってきており，そのためにはど
のような教育やアプローチで求められる人材を育てるのか，その試みを反映させたのが能動
的学修である．
　2006年，経済産業省は，新しい経済成長を実現する道筋として「新経済成長戦略」を示し
た．その中で，職場や地域社会の中で多くの人々と接触しながら仕事をしていくために必要
な能力として「社会人基礎力」を提唱した．これまでの「社会人基礎力」は，大学教育，就
職，採用，新入職員研修など限られた年代での活用が中心であったが，近年では，第四次産
業革命による産業構造の変化や就業構造の変化，または「人生100年時代」を迎えつつある
なかで，今や全年代が意識すべきものと捉えなおす必要がでてきた．その「社会人基礎力」
は，「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な能力」と定義さ
れ，「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」の３つの力と12の具体的な能力
要素により構成されている．このように，社会が求める能力は多岐にわたり，その能力を養
い発揮するためには今までの受動的な授業だけでは不十分となった．
　能動的学修は学生の主体的な学びの確立による大学教育の質的転換を目指すものであり，
学生の課題探求力，すなわち，どのような環境でも「答えのない問題」に対して最善解を導
くことができる力を養うことにその意義がある．それは文部科学省のみならず経済産業省が
進めるグローバル人材育成にも通じるものである．
　社会では自らが考え動ける人材を求めている．ではその能力を高めるためには何が必要な
のか．得た知識や情報をどう使うか，機転を利かせるには，判断力を養うには，どうした
らいいのか．能動的学修では自らが考えて動く力を身につけるために，グループワークや
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フィールドワーク等を取り入れながら，学生と教員がやり取りをし，意思疎通を図りながら
学生の自主性・主体性を高めていく．文字通り，一方的に「受ける学修」から「参加する学
修」への大きな変革である．本学の就職ガイダンスにおいても，時代の流れに則した人材育
成を進めるために能動的学修を取り入れ，学生と意思疎通を図りながら相互にやりとりをす
る方法を探っていきたいと考える．

Ⅱ－１．就職ガイダンスの双方向化
　就職ガイダンスの内容と現状
　能動的学修の必要性を上記に記したが，それを受け本学の就職ガイダンスも，今の社会が
求めるような人材に学生を育てるために能動的学修を取り入れる必要があると考える．自ら
動ける力を養うために創意工夫をしなければならない．教員と学生間で相互にやりとりをす
る授業内容に加えて意見交換など学生同士のやりとりも取り入れながら，学生一人ひとりが
自覚を持って自主的に考え，積極的に関わっていけるように教員と学生，または学生同士の
相互コミュニケーションを目指して双方向化を図らねばならないと考える．
　表１は，2019年度の就職ガイダンスの内容である（全11回）

表１
就職ガイダンス内容

第１回　キャリアセンターの利用方法・インターンシップガイダンス

第２回　自己理解

第３回　女性のためのキャリアを考える

第４回　就職活動導入ガイダンス

第５回　一般常識テスト

第６回　適性検査（クレペリン検査）

第７回　履歴書の書き方・自己分析

第８回　まじカフェ

第９回　先輩の就職体験報告会

第10回　ワーク×ライフスタイル研究

第11回　就職ガイダンス　求人ナビ説明会

　学生に対する就職活動支援方法は，授業・講義のなかでの学修支援と実技や演習を行うい
わゆるフィールドワーク型の学修支援とに分けることができる．前者は，職業講話・自己分
析・業界研究等が挙げられ，後者は，インターンシップ，交流会，ジョブ・シャドウイング，
合同説明会などが挙げられる．本学，キャリアプランニング科は，就職に必要な基礎として
の就業観を持たせるために11回の就職ガイダンスを実施している．そのうち，導入編として
春学期に３回，実践編として秋学期に８回開催している．
　この内容で能動的学修を意識しながら学生ができるだけ自分で考え，学び取る機会を与え
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られるよう取り組んではいるが，受動的学修の要素も入り混じった講義内容となっており現
状は能動的学修に完全に移行するというところまで至っていないといえる．
　この論文では，双方向化を実現するために何が必要であるかを考察していくが，まずは現
在のガイダンスの大まかな内容を述べる．能動的学修を取り入れた取り組みとして何を行っ
ているか，今後の改善点なども含め回ごとに考察する．

※用語解説：ジョブ・シャドウイング
　半日から１日程度，企業に赴いて従業員に同行し，職場でどのような仕事をしているか観
察し学ぶ取り組みである．インターンシップのような職場で実務体験を行うものではなく，
あくまでもさまざまなキャリア選択があることに気づくことを目的にしている教育プログラ
ムである．

第１回就職ガイダンス（インターンシップについて）
　導入として，キャリアセンターの利用方法とインターンシップの意義・取り組み・参加方
法について説明している．現状は説明に終始し一方的に伝える形になっている．能動的な学
修を考えると，今後は，インターンシップに参加した学生に来てもらい，対話型の授業展開
ができないか考えている．インターンシップは，早い段階からの就業体験を通して，「働く
とはどういうことなのか」を頭の中のイメージではなく，体験し感じることにより学ぶこと
ができる．そして，体験の中から反省点や今後の課題，目標を見出すことができ，自分を客
観的に評価することもできる．そのため，今後の学生生活の目標を設定しやすくなる．それ
を期待してガイダンスの初期段階でインターンシップの説明を行うため，経験者の体験談を
絡めて学生を巻き込みたい．

第２回就職ガイダンス（自己理解について）
　ネット上のアプリケーションを利用して適性診断を実施し，自分の興味・関心・価値観や
適性を理解する．自分の適性を知ることでインターンシップ先を決定しやすくなる．現状の
適性診断では，その場で読んで終わりになりがちなので，今後の展開として，振り返られる
ツールとしてポートフォリオの一部になるような書き込み式の適性診断等を検討したい．自
分とはどういう人間なのか，考え書き込むことで自分と向き合う機会が作れないか検討が必
要である．

第３回就職ガイダンス（女性のためのキャリア）
　女性がよりよいキャリアをどう描いていくかを目標にし，外部講師を招いて考えていく授
業としている．外部講師は，学生と年齢の近い女性を選び，学生が身近に感じられるように
工夫している．例年，キャリアを「いかだ下り」「山登り」に例えて講演をお願いしている．
講演を通じて，学生一人ひとりが，自分の将来を見据えて，職業選択をしてもらいたい．
　また，目先の就職ではなく，５年後，10年後のキャリアを意識してもらえるように内容を
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考えている．今後は，女性のキャリアライフの視点で就職とプライベートについて考えてい
くことも重要であろう．外部講師を招くことにより，実際の経験談を直に聞き感じることで，
自分に投影して就職や仕事というものをイメージできるのではないか．具体的にプランを書
き出すことにより，能動的学修となるように今後も続けていきたい試みである．
※用語説明：いかだ下り
　こだわりを持たず，多くの業務に取り組むことでスキルを磨き，自分に合うものを見つけ
ていくというスタイル．
※用語説明：山登り
　すでに目標がはっきりとしている，その目標に向かいプロフェッショナルな仕事を追究し
ていくというスタイル．

第４回就職ガイダンス（就職活動導入ガイダンス）
　就職活動の事前準備として，就職活動期の流れ・就職イベント・求人票・就職試験につい
てのガイダンスを実施している．情報提供の授業なので，説明に終始してしまうため能動的
学修要素を取り入れるのが難しい．

第５回就職ガイダンス（一般常識テスト）
　就職活動では避けては通れない学力試験の一つである．実際に，一般常識テストを受験し，
今の自分の学力を知り，苦手分野の克服に取り組む目的で実施している．
　課題は，結果の利用方法である．結果をみて終わりという学生が多い中，どのように将来
の活動につなげていくかが今後の課題である．

第６回就職ガイダンス（適性検査）
　適性検査の結果から，自分の強み・弱みを把握しつつ，適職の診断結果も参考にしながら，
職業選択に利用する．自己PR作成の際に，この結果を参考にしてもよい．また，就職支援
担当者同士で結果を共有し就職支援に活かしていく目的もある．
　適性検査の結果を見るだけでなく，適職と診断された業界の職業を研究してみる，その職
業と自分の志向が関連する点を探るなど，学生に記述型で参加できる内容にできないか検討
する．

第７回就職ガイダンス（履歴書の書き方・自己分析）
　第２回就職ガイダンスで実施した「自己理解」を基に，履歴書の項目（志望動機，自己
PR，特技・趣味等，興味のある学科等）を文章に書かせてみる．また，基本的な情報（住
所，学歴，職歴，資格等）の書き方の指導を実施している．ポートフォリオに加えられる自
己分析シートを作れないか検討したい．
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第８回就職ガイダンス（まじカフェ）
　東三河広域連合が主催となり，飲み物を片手に地元企業と学生が交流するイベントである．
地元企業の魅力を知り，今後の就職活動に活かしてもらう目的で開催している．また，本学
学生の多くは，この就職イベントが就職活動に関わる催しの初の参加となる．このイベント
には，業界研究，地元企業を知ること，そして，話の聞き方，質問の仕方等の勉強の目的で
も参加を促している．能動的学修要素としては，企業人とのコミュニケーションにより聞く
だけではないやり取りを体験する．

第９回就職ガイダンス（先輩方の就職体験談について）
　地元企業を中心に各コース（ビジネス・秘書，公務員，医療事務）から１年生のモチベー
ションを上げるような体験や取り組みをした就職内定２年生を選抜し，１年生を前に就職体
験談を披露してもらう．他人の成功・失敗体験を聞き学ぶことで自己肯定感を高めてもらう
講座としている．就職活動は，失敗したり，大きな壁にぶつかることがほとんどである．そ
うしたときに自分の力を信じて乗り越えるためにはどうしたらよいかを考える力になる．

第10回就職ガイダンス（ワーク×ライフバランス研究会）
　東三河での働き方（ワーク）と暮らし方（ライフ）について紹介し，２～５社の人事担当
者を招き，学生が就職を考える際の業界研究に役立ててもらう目的で開催している．この講
座では，就活アドバイザーの就職講演から始まり，人事担当者とグループディスカッション
形式で業界や会社について説明を受ける．

第11回就職ガイダンス（SOZO求人ナビの説明）
　学生が，SOZO求人ナビを利用できるように登録から利用方法について解説し，実際に登
録し，求人票を確認する．企業から送られてくる求人票には，試験日や試験内容だけでなく，
企業の詳細な情報が載っている．就職活動に必要な会社の情報は，どこを見ればわかるかを
学生全員で確認する．

　上記のように，前半は，就職活動に必要な基礎的知識の修得を目的にし，後半は企業など
の組織で働く人の意識に触れる機会を多くとっている．短期大学生は，１年次で自分の将来
の方向性を決定する必要があるため，こうしたイベント（合同企業説明会など）等に参加し
ながら，業界研究をしていくことが将来の方向性を決定する近道となっている．実際に，積
極的に参加した学生と消極的な学生とでは，納得した進路先と内定時期に大きな差がある．
このような企業と接するイベントなどは能動的学修の取り組みとして引き続き実施しながら，
教室内で行うガイダンスや診断，分析などには，別でシートを作成するなどもう少し自らが
考えて書き込んでいけるような要素を盛り込めるように検討したい．それがポートフォリオ
として活用できれば，履歴書や就職活動にも利用できるのではないか．さらに，自己の振り
返りにも役立ち，評価ツールとなり得るポートフォリオを導入できないかと考えている．今
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年度のガイダンス内容の振り返りを踏まえて導入に向けてどのような項目を用意し，どのよ
うに受動的学修に絡めていけるかを今後検討してみたい．

　学外の能動的学修講座により能動的学修の授業の質を高める方法ついて学んだ．これを踏
まえ，能動的学修型授業の質を高める装置として，書く・話すというアウトプットの活動，
様々な他者の視点を取り入れ自己の理解を相対化する活動，宿題・課題（授業外学習）レ
ポート・提出物のフィードバック，新たな知識・情報・体験へのアクセス，リフレクション，
多重評価などを講義に取り入れられないかも併せて検討したい．
　学生にとって自分の具体的な進路を考えることは，将来の自分の生き方そのものを考える
ことである．つまり，自分の選ぶ進路によって，その後の人生が決まるともいえる．就職ガ
イダンスでは，自己分析や他者との意見交換，先輩の経験談や講演を聞くことなど様々な方
面から自分で考える機会を与え，自分の価値観や人生観等について意識する時間を設ける．
そして，この時間を通じて，自分の未来は自分で選択すべきであること，就職活動は，自分
で選び，決めなければならないことを伝え，そのためにまず何をすべきかを示唆しなければ
ならない．

Ⅲ．学生の理解度，成長をどのように把握するのか

　能動的学修を取り入れた授業で学生の理解度や成長はどのように把握できるのかを考察す
る．一連の就職ガイダンスが終了したときに，学生の到達度を知ることは，教員としては学
生がどの程度成長したのかを把握でき，学生の評価や今後の授業の改善のために役立つ．学
生としては自分がどの程度成長したかを確認し，苦手な分野を把握し補強しつつ就職活動へ
の自信をつけていくというように双方にとってとても重要になる．では，学生が自分の成長
を感じやすい授業とはどういったものがあるか一例を考えてみる．例えば，はじまりのまっ
さらな段階とガイダンス終了時点で同じ内容のテスト（自己評価シート）のようなものを記
入させる．期待するところとしては，はじめは自己分析や目標などがしっかり認識できてい
ない時点から，ガイダンスのなかで自己理解を深めていくことにより終盤にはそれらがすら
すらと記入できるようになる段階までもっていくなど．もしくは，ガイダンスの中で学んだ
ことにより当初の目標が変更になるなどの方向転換もあり得るかもしれない．
　導入を検討しているポートフォリオに回を重ねるごとに内容を追加していく（自己理解・
一般常識テストの成績・適性検査・履歴書のサンプル・自己分析など回を重ねるごとに内容
が追加されていくように工夫し，学生に自分で作り上げた感覚を持たせる）．
最初の導入の段階で，講座が終了するころには就職先に自分はどういう人間でどのように貢
献できるかを説明できるようになるなど向かうところを明確に伝え意識させるのも有効かと
考える．
　自分を知ることで適性を知り，自分に適合する就職先を探し，自分を売り込めるようにな
り，段階を経て着実に進んでいっている意識を持たせることもできるだろう．
　授業の進め方を更に工夫し検討しなければならない．

47就職ガイダンスの双方向化（田原・今泉）



Ⅲ－１．新しい評価指標を作れるのか
　前項で述べた能動的学修が広く導入されることに伴い，学生の自主性を育むその性質上，
学生の理解度や成長を測る評価基準も多岐にわたり，テスト一枚の回答を評価するだけで済
むものではないため，評価方法も新しく探っていく必要がでてきた．
　その中のひとつの評価指標としてルーブリックの使用を考え，実際に授業で使用できそう
か，使用できるとしたらどういった内容のものかを検討した．ペーパーテストだけでは学修
者のやる気を引き出せず，評価できる範囲も狭いことから用いられるようになったルーブ
リックだが，使用する利点にはどのようなものがあるだろうか．ルーブリック評価を利用す
ることにより，漠然と評価するよりも評価時間を短縮し，タイミングよく意味のあるフィー
ドバックを学生に返すことができる．たとえば，プレゼンテーションを評価する場合，ルー
ブリックを作成しておけば，学生が発表している最中もしくは直後に評価することが可能な
ため採点時間の削減だけではなく，パフォーマンスそのものが記憶にある内に正確に評価が
できる．次回の授業までに採点結果とコメントを学生に返却することができる．すみやかに
フィードバックすることが，次の課題において学生の前向きな変化を促すために最も有効で
ある．
　さて，このルーブリックを実際の授業に取り入れることは可能だろうか．導入することが
できれば教員と学生それぞれにメリットがあり，効率的な授業展開が可能となるかもしれな
い．実際の授業で学生を評価すると仮定してルーブリックを作成してみる．
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プレゼンテーション用ルーブリック
テーマ　広告キャンペーン

プロ級 合格 要改善 不合格 成績

内容

プレゼンテーショ
ンやその後の質問
に対する回答は十
分な（必要とされ
る以上の）内容理
解に基づいている．

材料をしっかりと
まとめたプレゼン
テーションですべ
ての質問に的確に
回答できるが詳細
にというわけでは
ない．

情報を十分に理解
しておらず，初歩
段階のプレゼン
テーションおよび
質問への回答と
なった．

情報が理解できて
いない．なかには
誤解もある．また，
質問に正確に答え
られない．

構成

情報は論理的かつ
興味を引く順序で
提示され，聴衆は
内容を容易に辿る
ことができる．

情報は論理的な順
序で提示され，聴
衆は内容を容易に
辿ることができる．
しかし，退屈であ
る．

プレゼンテーショ
ンには大きな飛躍
があり，内容を辿
るのは不可能では
ないにせよ，困難
である．

論理的な順序でく
みたてられたプレ
ゼンテーションで
はないので聴衆は
その内容を理解で
きない．

図表等

図表等は発表内容
の説明に役に立ち
効果的である．

図表等は発表内容
と関連している．

図表等は非常に少
ない．あるいは，
発表内容との関連
が薄い．

図表等は使われて
いない．あるいは
過剰である．

英語
綴りや文法上の誤
りがない．

綴りや文法上の誤
りは２個以内であ
る．

綴りや文法上の誤
りは３個である．

綴りや文法上の誤
りは４個以上であ
る．

話し方

明瞭で，正確かつ
的確な話し方であ
る．声量は大きく，
楽に聞き取れる．
容易に理解できる
速さである．

はっきりと話し，
ほとんどの語句の
発音は正確である．
声量は大きく，楽
に聞き取れる．容
易に理解できる速
さである．

話が不明瞭である．
主要な語句の発音
が間違っているこ
とが多い．声が小
さい，あるいは，
速すぎて容易に理
解できない．

口ごもった話し方
をする．大半の主
要な語句の発音が
間違っている．声
が小さく，あるい
は速すぎてまった
く理解できない．

アイコン
タクト

常にアイコンタク
トがある．原稿を
見ることは全くな
いか，最小限であ
る．

アイコンタクトは
持続的に行われて
いるが，原稿を見
ることが多すぎる．

ときにはアイコン
タクトはあるが，
たいていは原稿を
読んでいる．

アイコンタクトは
なく，ずっと原稿
を読んでいる．

もう１つ，実際に行った授業内容にてルーブリックを作成してみる．
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事例研究（ケーススタディ）
　－第三者の体験を自分の体験として考え，問題を分析し，結論を導き出す－

事例研究のルーブリック評価
テーマ「卒業生からの就職相談」

評価項目 期待以上 期待通り 改善が必要

対人基礎力
話し合うことで，信頼
関係を構築し協働しあ
うことの重要性を理解
している．

積極的にグループメン
バーと情報共有し，自
分の意見を主張すると
ともに，グループ全体
の意見を調整できてい
る．

情報共有しようとする
姿勢は見受けられるが，
自分の意見を主張する
ことに躊躇している．

情報共有しようと努力
しているものの周りと
の調整がうまくいかず
発言に乏しい．

対自己基礎力
事例を自分のことのよ
うに捉え，主体的に考
え，まとめ，発言でき
る．

事例を最後まで読み切
り，主体的に考え，ま
とめて，自分の言葉で
相手に伝えることがで
きる．

事例を理解しようと努
力しているが，主体的
に考え，発言しようと
する姿勢が足りない．

事例を読むだけで，主
体的に取り組む姿勢が
弱い．また，独自の視
点での発言が乏しい．

対課題基礎力
事例の問題点を理解し．
原因がどこにあるのか
追求し，目標を設定す
ることができる．

事例の本質がどこのな
るのかを理解し，原因
を追究し，まとめるこ
とができる．その後の
目標設定も行う．

事例の本質がどこにあ
るのかを理解しようと
はしているが，まとめ
る力が弱い．しかし，
周りから情報を得よう
としている．

問題点を読み取る力が
弱く，まとめる力が弱
い．また，情報を周り
から得ようとする姿勢
が乏しい．

　実際にこの評価法を使用すると考えると，評価項目の選定を慎重に行わなければならない
と感じた．例えば，学生を評価すべき点が，この評価項目外で見つかった時の加点について
どのようにするかや，判断基準がぶれてしまわないかなど，どこからがその評価レベルに達
し，どこからが至らなかったのかなどのボーダーが曖昧になってしまうのではないかとも感
じる．しかしながら，能動的学修の評価指標としては実際に多く用いられている指標であり，
学生へのフィードバックのスピード感やわかりやすさなどのメリットも多分にあり，今後，
実際に授業での評価時に取り入れてみて，使いこなし方を教員も試行錯誤しながら学修する
必要があるのではないかと感じた．
　ルーブリックを含め，能動的学修の評価方法について今後も模索していきたいと考える．

Ⅳ．ディプロマ・サプリメント発行の可能性を探る

　卒業証明書・成績証明書にディプロマサプリメント（学位証書補足資料）を添付する動き
があるが，現在導入しているのはごく一部の大学だけである．たとえば，産業技術大学院大
学が「ディプロマ・サプリメント」を導入している．
　本来は就職希望先に対して添付する性格のものだろうが，これを学内に限り利用し，就職
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活動に利用できる有効なツールとすることができないかを検討する．
　まずは学生に対して自分の強み・弱みを自覚させる仕組みを作るのが目的である．ここで
考えているのは就職ガイダンスの個人面談を通じてキャリアセンターが把握した就職力を学
生に自覚させるものである．どのように活用するかは学生次第だ．強みを見出しそれを伸ば
す努力をしてもよいし，弱みを補う努力をしてもよい．自己評価を適切に行うことが適性を
知り適職に就くことへの重要なカギとなる．また，自己評価は多角的に行うほうが広く客観
的に自分を見つめることにつながるのではないか．ただし，課題も多い．
・どのような能力を記載するのか
・どのように測ったのか？評価ツールや方法を検討する必要がある．
・実社会の企業・組織に対して，信頼性のおけるものなのか
・学習成果の客観的提示のツールの１つだといわれるが，客観性はあるのか
　ディプロマ・サプリメントの具体的な内容は，今後の課題としたい．

Ⅴ．まとめ

　就職ガイダンスの取り組みを順に述べてきたが，授業で能動的学修に積極的に参加しつ
つ，外部の講演や先輩の意見を聞きイメージを膨らませ，自己理解を深める学習ツールで自
分の立ち位置を認識する，加えてルーブリックで自分の評価を知り，強みや弱みまで認識し，
ディプロマ・サプリメントでも更に自分の適性や性質などを確認することができれば，自分
には何が向いていて，どういう人間であるのかを把握して就職活動に臨めるのではないか．
これには教員の指導方法や講義内容の改変等まだまだ努力が必要なところではあるが，今回
の論文で考察したように今社会が求める人材を育成するために能動的学修が必要不可欠であ
り，そのためには，まずは本学の就職ガイダンスの双方向化を図らねばならないと考える．
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